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課　題：

解決策：
・明るく鮮明な映像表示と多彩な機能で、
スムーズな授業を実現する電子黒板を
小中学校の普通教室に導入

・GIGAスクール構想を実現するために、
一人一台のタブレット端末をより効果
的に活用する大型提示装置が必要

導入した電子黒板は直感的な操作で
使いやすく、タブレット端末と連携させ
て子どもたちの考えを発表・比較する
など、各学校ごとにさまざまなアイデア
で活用されています。

電子黒板を活用することで、考えを共有し
学び合いながら理解を深める授業を推進

一人一台のタブレット端末を活かす機器を検討

GIGAスクール構想の実現に向けて、竹田市では教育委員会と教員の代表
による『ICT活用推進委員会』を立ち上げられました。「そこでの議論で、
大型提示装置や電子黒板機能の導入を期待する声が多くありました。本市
では液晶テレビや実物投影機を授業に使用していましたが、タブレットと
連携して子どもたちの考えを映し出すなど、さまざまな活用方法を加味し、
液晶ディスプレイ型の電子黒板の導入を検討することになりました」（竹田
市教育委員会 学校教育課 指導主事 猪股良継様）。

背景

スムーズな授業を実現する鮮明な映像表示と多彩な機能

電子黒板の導入では、明るく見やすいモニターとしての性能、さまざまな
授業に活用できる機能性、さらに安全性の確保などの条件から機器を検討
されました。その結果、外光が入る教室でも映り込みが少ない鮮明な映像
表示、直感的な操作でスムーズな授業が進行でき考えを共有・比較できる
多彩な機能、飛散防止フィルム付き保護ガラスなどが評価され、11校の市立
小学校と6校の市立中学校の普通教室に、当社製電子黒板の導入が決定
しました。

導入した理由

竹田市教育委員会様
竹田市立都野小学校

導入時期：2021年3月　導入地域：九州

フラットディスプレイ

vol.131教育・文教

竹田市教育委員会 学校教育課
指導主事　猪股 良継 様

恵まれた自然環境で、心豊かな子を育てる
大分県の南西部に位置する竹田市は、くじゅう連山、阿蘇外輪
山、祖母山麓に囲まれた自然豊かな市で、11校の市立小学校
と6校の市立中学校があります。都野小学校はくじゅう連山の
名峰・大船山の麓にあり『自ら学び心豊かに たくましく生きる
大船っ子の育成』を教育目標に、家庭・地域と一体となった
学校運営を推進しています。

▲1873（明治6）年に開設し、約150年の歴史を有する竹田市立都野小学校
■ 所在地：大分県竹田市久住町大字栢木6037番地
■ URL  http://syou.oita-ed.jp/taketa/miyakono/

：タッチスクリーン液晶ディスプレイ導入
システム



◀▲Screen Transferソフトウェア 
でカメラ映像と資料を複数の教
室に配信。配信先の教室には
パソコンは不要

■納入会社  パナソニック システムソリューションズ ジャパン株式会社

納入機器

竹田市教育委員会
学校教育課
指導主事　猪股 良継 様

竹田市立都野小学校
教頭　田辺 秀樹 様
教諭　大塚 正朗 様
教諭　岩永 裕子 様

導入後の効果

今後の展望

CT21-J01-FP131-竹田

これからの時代に求められる資質を伸ばすために、ICT教育をさらに推進

情報技術などが発展するこれからの時代を生きていく子どもたちには、他者と考えを出しあって、
その違いを認めながら考えを深め、より良い合意形成を行っていくことが求められます。そうした
資質・能力を伸ばすために、電子黒板などのICT機器は非常に価値が高いと感じています。これから
も機器を活用した学び合いの授業をさらに研究し、実践していきたいと思っています。（猪股様）

電子黒板
（タッチスクリーン液晶ディスプレイ）

TH-65BQ1J
×123台

4K液晶ディスプレイ

TH-65EQ1J
×24台

フラットディスプレイ  vol.131Solution Report

■発行 パナソニック株式会社 
コネクティッドソリューションズ社   
〒571-8503 大阪府門真市松葉町2番15号 

その他の納入事例に
関しては、ホームページを

ご覧ください。

https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services/prodisplays
https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services/projector

電子黒板が児童の視覚に訴え、授業に集中しやすい環境を構築

竹田市では市内の17校の小中学校の普通教室に計123台の電子黒板
TH-65BQ1Jを導入。「画面への映り込みが少なく、表示がきれいだという
のが最初の印象です。窓から光が射して黒板も見難いことがあるのです
が、この電子黒板は窓側の席からでも画面が見やすく、とても使いやすい
です」（竹田市立都野小学校 教頭 田辺秀樹様）。都野小学校では全学年の
ほとんどの教科で電子黒板を活用。ペン機能や多画面比較機能を使って、
子どもたちの考え方を発表・共有したり、タイマー機能やスタンプを使って
注目を集めるなど、スムーズな授業の進行を実践されています。「1年生の
クラスでも子どもたち自身が電子黒板に答えを書き込んで説明し、それを
聴き合う授業が自然にできています」（教諭 岩永裕子様）。「子どもたちが
書き込んだ答えに教師が書き加えて指導するなど電子黒板の中で考えを
広げることができ、授業にとても有効だと思います」（教諭 大塚正朗様）。
他にも電子黒板の活用のメリットとして「これまで授業に集中できなかった
児童も視覚に訴えることで集中力が高まった」「電子黒板に大きく提示して
書き込みながら説明できるので、授業で使う教材や資料を印刷する手間が
省ける」という声が先生方から上がりました。

映像配信ソフトウェアと組み合わせ、式典・集会の校内配信にも活用

竹田市立荻小学校・竹田小学校では、校内LANで映像や音声を最大64台の
ディスプレイに同時配信できるScreen Transferソフトウェアを使用し、
体育館で行われる卒業式を、在校生がいる各教室に配信。コロナ禍でも密に
ならない式典を実現されました。本ソフトウェアはパナソニックが開発して
いるため、使用時の問い合わせも一本化され、スムーズにご使用いただけます。
「ScreenTransferソフトウェアは音の遅延が少なく、映像配信システムとして
とても使いやすいため、保護者会の研修にも活用を検討しています。さらに
緊急時には第一報を電子黒板に表示することも計画しています」（田辺様）
と、電子黒板の多彩な機能を使った新たな取り組みも進められています。

▲書き込みはもちろん、タイマー機能の使用で授業中の時間の使い方にメリハリを持たせている

▲教諭が独自に用意した画像や実物も、大きく映し出すことで教材として活用している

▲答案への書き込みやスタンプで
児童の関心や集中力が高まる

▲最大9画面の多画面比較機能で
児童ごとの考え方や解き方が比較
できる

▲特別教室には、ScreenTransfer
ソフトウェアに対応した4K液晶
ディスプレイEQ1シリーズを導入

写真左から

Screen Transferソフトウェアについて詳しくは、ホームページをご覧ください。
https://biz.panasonic.com/jp-ja/products-services_prodisplays_scr-transfer#05


